
☆ 図を書けるときは書く. いた（1-t）百十t前より.
→ 今回は図形的な考察はそこまで はに1い t h tが
効果なさそうだけれども、練習に.
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= 4 5 - 4 s t 2 と表せる。 （2）ベクトルの角度の情報→内積で扱う.
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⇐> などでは1は1な石=-f+f=o （：は1キ0.1ない。）



⇐〉 - I = - E t f t p .y s t z i ※2変数関数の最大最小 （独立変数）
→ 1文字固定

⇐> + 面 2 = 1 →2次関数なら平方完成でOK.
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45 -4 s+2= 1
2同値！

Iたうたが+4（s-II+2←→ （2S-i）2=0
⇐> s = I よって. t=0.S=Iのとき最小値2を

とるので . IF-可の最小値はReefなる。
よって.Steが求める条件である。

☆図形を見て.t.sn妥当性
（3） 2乗して考える！ （展開できる） をチェックできる.

IF_Tl？0より. IF_だが最小のとき
は引も最小となる。
はらにはにはには？
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